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1. 2026年12月期第1四半期の連結業績（2026年1月1日～2026年3月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年12月期第1四半期 12,415 11.0 1,250 75.4 1,337 113.7 1,015 119.6

2025年12月期第1四半期 11,180 △2.8 712 △46.7 625 △55.0 462 △52.5

（注）包括利益 2026年12月期第1四半期　　1,116百万円 （―％） 2025年12月期第1四半期　　△268百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2026年12月期第1四半期 31.96 ―

2025年12月期第1四半期 14.20 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2026年12月期第1四半期 56,981 48,649 85.4

2025年12月期 57,801 49,058 84.9

（参考）自己資本 2026年12月期第1四半期 48,649百万円 2025年12月期 49,058百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年12月期 ― 40.00 ― 48.00 88.00

2026年12月期 ―

2026年12月期（予想） 40.00 ― 48.00 88.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2026年12月期の連結業績予想（2026年 1月 1日～2026年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 54,800 3.7 6,300 11.4 6,180 13.3 4,300 25.1 135.30

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年12月期1Q 32,305,534 株 2025年12月期 32,305,534 株

② 期末自己株式数 2026年12月期1Q 524,988 株 2025年12月期 524,904 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年12月期1Q 31,780,584 株 2025年12月期1Q 32,562,128 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。
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（単位：百万円）

品目
前第1四半期連結累計期間 当第1四半期連結累計期間

増減額 増減率（％）
金額 構成比（％） 金額 構成比（％）

ヘアケア用剤 6,938 62.1 7,847 63.2 908 13.1

染毛剤 3,706 33.1 4,010 32.3 304 8.2

パーマネントウェーブ用剤 287 2.6 321 2.6 33 11.7

化粧品 159 1.4 165 1.3 5 3.8

その他 89 0.8 70 0.6 △18 △20.6

合計 11,180 100.0 12,415 100.0 1,234 11.0

（単位：百万円）

前第1四半期連結累計期間 当第1四半期連結累計期間
増減額 増減率（％）

金額 構成比（％） 金額 構成比（％）

国内売上高 8,165 73.0 8,462 68.2 296 3.6

海外売上高 3,014 27.0 3,952 31.8 937 31.1

合計 11,180 100.0 12,415 100.0 1,234 11.0

1．当四半期決算に関する定性的情報

（1）経営成績に関する説明

　当第1四半期連結累計期間におけるわが国経済は、不安定な世界経済、特に中東情勢の緊迫などを背景とした物価

上昇が継続する中、消費者の節約志向の高まりが続いております。一方で、企業の賃上げなどによる雇用・所得環

境の改善を背景に、経済全体としては緩やかな成長が続いているものと認識しております。また、今後の更なる物

価上昇や中東情勢の動向、米国の関税政策、為替や金利の変動が日本経済に与える影響などについては、引き続き

留意すべきリスクであると考えております。

　このような環境下、中期事業構想（2022－2026）の最終年度となる2026年度は、国内市場の安定成長と、海外市

場における力強い成長の両立を目指してまいります。国内市場においては、当社のヘアケア用剤が店販品を中心

に、引き続き安定した成長を持続している一方、染毛剤などの業務用品においては競争環境が激しくなっておりま

す。こうした状況を踏まえ、高付加価値の新製品投入に加え、多様な顧客ニーズに合致した商材展開および教育施

策を一層強化し、美容室および代理店と一体となった成長を目指してまいります。

　海外市場においては、中期事業構想（2022－2026）で設定した7つのリージョン戦略における投資の優先順位につ

いて再検証を行った結果、市場性および成長力の高い米国、EU、韓国を重点エリアとして設定しております。この

方針に基づく積極的な活動の成果が着実に現れてきており、米国およびＥＵでの高成長が継続しているほか、前年

同期に政治的混乱の影響を受けた韓国についても、高い売上成長を達成いたしました。

　これらの結果、当第1四半期連結累計期間の連結売上高は124億15百万円（前年同期比11.0%増）となりました。　

ヘアケア領域では、プレミアムブランド「ミルボン」が海外市場における堅調な売上を背景に高い成長を示したほ

か、国内市場に新たに投入した新ブランド「スワエ」およびスタイリング剤「ニゼル」の新商品についても、計画

的な営業・教育活動の成果により好調な売上となり、ヘアケア用剤は前年同期比13.1%の増収となりました。染毛剤

においては、オーガニック認証機関ICEAの認証を有する「ヴィラロドラカラー」が引き続き高成長を維持しており

ます。「オルディーブアディクシー」などのファッションカラーについても、継続的な取り組みの成果により国内

の減収幅が縮小しており、好調な海外売上も相まって、染毛剤全体では前年同期比8.2%の増収となりました。

　利益面においては、増収に伴う粗利益の増加に加え、海外売上の好調な推移および円安の恩恵もあり、売上総利

益が伸長しました。一方で、人員増およびベースアップによる人件費の増加や、海外向けの出荷増に伴う物流費の

増加などにより、販売費及び一般管理費は増加しております。これらに伴い、営業利益は12億50百万円（同75.4%

増）、経常利益は13億37百万円（同113.7%増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は10億15百万円（同119.6%

増）となりました。

（品目別売上高）

（国内海外別売上高）
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（2）財政状態に関する説明

　当第1四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して8億20百万円減少の569億81百万円となりま

した。

　流動資産は前連結会計年度末と比較して11億80百万円減少の279億20百万円となりました。主な変動要因は、商品

及び製品が5億5百万円、原材料及び貯蔵品が2億16百万円それぞれ増加し、現金及び預金が10億10百万円、受取手形

及び売掛金が9億54百万円それぞれ減少したことによるものであります。

　固定資産は前連結会計年度末と比較して3億59百万円増加の290億60百万円となりました。

　流動負債は前連結会計年度末と比較して4億10百万円減少の72億74百万円となりました。主な変動要因は、買掛金

が2億76百万円増加し、未払金が8億31百万円減少したことによるものであります。

　固定負債は前連結会計年度末と比較して1百万円減少の10億56百万円となりました。

　純資産は前連結会計年度末と比較して4億9百万円減少の486億49百万円となりました。主な変動要因は、その他有

価証券評価差額金が76百万円増加し、利益剰余金が5億9百万円減少したことによるものであります。

　この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の84.9％から85.4％となりました。期末発行済株式総数に基づく1株

当たり純資産額は、前連結会計年度末の1,543円67銭から1,530円80銭となりました。

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の業績予想につきましては、前回予想（2026年2月13日発表）からの変更はありません。
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第1四半期連結会計期間
(2026年3月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,816,180 10,805,921

受取手形及び売掛金 5,956,056 5,001,194

商品及び製品 8,001,451 8,506,586

仕掛品 48,022 63,109

原材料及び貯蔵品 2,490,061 2,706,542

その他 851,367 900,780

貸倒引当金 △62,082 △63,593

流動資産合計 29,101,056 27,920,541

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,969,030 12,339,587

機械装置及び運搬具（純額） 3,253,304 3,113,120

土地 6,449,665 6,446,995

建設仮勘定 1,236,647 241,571

その他（純額） 1,001,076 1,036,077

有形固定資産合計 22,909,724 23,177,352

無形固定資産 1,538,722 1,611,810

投資その他の資産

投資有価証券 642,800 718,880

長期貸付金 49,671 38,859

退職給付に係る資産 1,861,677 1,871,162

繰延税金資産 283,973 241,894

その他 1,667,338 1,530,007

貸倒引当金 △253,193 △129,444

投資その他の資産合計 4,252,267 4,271,359

固定資産合計 28,700,715 29,060,522

資産合計 57,801,771 56,981,063

2．四半期連結財務諸表及び主な注記

（1）四半期連結貸借対照表
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第1四半期連結会計期間
(2026年3月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,436,502 1,713,139

未払金 3,990,075 3,158,505

未払法人税等 435,172 350,422

賞与引当金 627,958 562,952

その他 1,195,536 1,489,777

流動負債合計 7,685,245 7,274,797

固定負債

退職給付に係る負債 21,949 21,595

資産除去債務 917,672 916,787

その他 118,143 118,228

固定負債合計 1,057,765 1,056,610

負債合計 8,743,011 8,331,408

純資産の部

株主資本

資本金 2,000,000 2,000,000

資本剰余金 199,120 199,120

利益剰余金 43,576,061 43,066,303

自己株式 △1,493,326 △1,493,555

株主資本合計 44,281,854 43,771,867

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 － 76,080

為替換算調整勘定 3,738,003 3,810,926

退職給付に係る調整累計額 1,038,902 990,780

その他の包括利益累計額合計 4,776,906 4,877,787

純資産合計 49,058,760 48,649,655

負債純資産合計 57,801,771 56,981,063
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(単位：千円)

前第1四半期連結累計期間
(自　2025年1月1日

　 至　2025年3月31日)

当第1四半期連結累計期間
(自　2026年1月1日

　 至　2026年3月31日)

売上高 11,180,826 12,415,089

売上原価 4,122,892 4,542,786

売上総利益 7,057,934 7,872,303

販売費及び一般管理費 6,345,069 6,622,045

営業利益 712,864 1,250,258

営業外収益

受取利息 3,965 6,661

受取配当金 8,592 8,592

持分法による投資利益 － 17,689

為替差益 － 6,536

その他 14,377 47,528

営業外収益合計 26,935 87,008

営業外費用

持分法による投資損失 605 －

為替差損 113,256 －

その他 314 26

営業外費用合計 114,176 26

経常利益 625,623 1,337,239

特別利益

固定資産売却益 204 －

特別利益合計 204 －

特別損失

固定資産除却損 447 4

特別損失合計 447 4

税金等調整前四半期純利益 625,380 1,337,235

法人税、住民税及び事業税 127,351 244,620

法人税等調整額 35,552 76,901

法人税等合計 162,903 321,522

四半期純利益 462,477 1,015,712

親会社株主に帰属する四半期純利益 462,477 1,015,712

（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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(単位：千円)

前第1四半期連結累計期間
(自　2025年1月1日

　 至　2025年3月31日)

当第1四半期連結累計期間
(自　2026年1月1日

　 至　2026年3月31日)

四半期純利益 462,477 1,015,712

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △64,297 76,080

為替換算調整勘定 △647,875 72,923

退職給付に係る調整額 △19,187 △48,121

その他の包括利益合計 △731,360 100,881

四半期包括利益 △268,883 1,116,594

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △268,883 1,116,594

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）
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（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　該当事項はありません。

前第1四半期連結累計期間
（自　2025年1月 1日

至　2025年3月31日）

当第1四半期連結累計期間
（自　2026年1月 1日

至　2026年3月31日）

減価償却費 567,405千円 591,430千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第1四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第1四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

（セグメント情報等の注記）

当社グループは化粧品の製造、販売の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（重要な後発事象）

　　　（譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分）

　　　　　当社は、2026年4月10日開催の取締役会において、譲渡制限付株式報酬として自己株式の処分（以下「本自己

株式処分」または「処分」といいます。）を行うことを決議いたしました。

　　　1．処分の概要

　　　（1）処分の期日　　　　　　　　　　　　　2026年5月8日

　　　（2）処分の株式の種類及び株式数　　　　　当社普通株式　32,274株

　　　（3）処分価額　　　　　　　　　　　　　　1株につき2,779円

　　　（4）処分総額　　　　　　　　　　　　　　89,689,446円

　　　（5）株式の割当ての対象者及びその　　　　取締役（社外取締役を除く）　6名　19,896株

　　　　　 人数並びに割当てる株式の数　　　　　執行役員　7名　12,378株

　　　2．処分の目的及び理由

　当社の中長期的な企業価値及び株主価値の持続的な向上を図るインセンティブを付与すると共に、株主の皆様

と一層の価値共有を進めることを目的として、取締役（社外取締役を除く）及び執行役員に譲渡制限付株式を付

与するために自己株式の処分を行うことを決議いたしました。

　なお、2020年2月12日開催の取締役会において、譲渡制限付株式報酬制度の導入を決議しております。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

２０２６年５月１５日

株式会社ミルボン

取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人

東 京 事 務 所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 田　　中　　計　　士

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 小　　宮　　正　　俊

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社ミルボンの２０２６年１月

１日から２０２６年１２月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（２０２６年１月１日

から２０２６年３月３１日まで）及び第１四半期連結累計期間（２０２６年１月１日から２０２６年３

月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引

所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期

財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が

適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められ

なかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビ

ューを行った。期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビュ

ーにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定

（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会

社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結

論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

その他の事項

　会社の２０２５年１２月３１日をもって終了した前連結会計年度の第１四半期連結会計期間及び第１

四半期連結累計期間に係る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前

任監査人によって期中レビュー及び監査が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に

対して２０２５年５月１３日付けで無限定の結論を表明しており、また、当該連結財務諸表に対して２

０２６年３月２７日付けで無限定適正意見を表明している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国に

おいて一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成す

ることにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するた

めに経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を

作成することが適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準
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第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継

続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視

することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立

場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビュー

の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他

の期中レビュー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要

な不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表におい

て、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４

条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が

認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合

は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な

不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して

限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書

日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続でき

なくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基

準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準

拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠

を入手する。監査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責

任がある。監査人は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュ

ー上の重要な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を

遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去

するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガード

を適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ

き利害関係はない。

以　上
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